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2022 年 6 月 20 日

【
う
ら
へ
続
く
】

　

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
略
。「
16
日
、フ
ラ
ン
ス
、

ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
の
首

脳
が
キ
ー
ウ
を
訪
問
、
ゼ

レ
ン
ス
キ
ー
大
統
領
と
会

談
し
た
」「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の

EU
加
盟
の
意
向
を
支
持
し

た
」「
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
大
統

領
は
訪
問
を
歓
迎
し
、
よ

「
力
対
力
」
で
な
く
、「
外
交
に
よ
る
平
和
を
」
―
憲
法
９
条
を

い
か
す
平
和
の
外
交
で
東
ア
ジ
ア
と
世
界
の
平
和
を
つ
く
ろ
う

平
和
で
も
、
暮
ら
し
で
も
、

希
望
が
も
て
る
日
本
に

　
　 
共
産
党
が
参
院
選
政
策
発
表

　

日
本
共
産
党
は
８
日
、

参
院
選
政
策
「
平
和
で

も
、
暮
ら
し
で
も
、
希

望
が
も
て
る
日
本
に
」

を
発
表
し
ま
し
た
。
参

院
選
で
日
本
共
産
党
が

躍
進
す
る
３
つ
の
意
義

（
①
平
和
を
壊
す
逆
流

か
ら
日
本
を
救
う
確
か

な
力
に
な
る
②
「
や
さ

し
く
強
い
経
済
」
を
つ

く
る
最
大
の
力
に
な
る

③
市
民
と
野
党
の
共
闘

の
前
途
を
開
く
推
進
力

に
な
る
）
を
明
ら
か
に

し
、
政
策
と
し
て
“
平

和
と
暮
ら
し
の
二
つ
の

大
き
な
柱
”
を
掲
げ
て

い
ま
す
（
表
参
照
）。

  

発
表
会
見
で
志
位
委

員
長
は
、「
平
和
と
暮
ら

し
が
か
か
っ
た
重
要
な

選
挙
で
す
。
国
民
が
希

望
が
も
て
る
新
し
い
日

本
を
つ
く
る
選
挙
に
し

て
い
き
た
い
。『
自
由
と

平
和
、
ま
っ
す
ぐ
つ
ら

ぬ
く
』
党
の
綱
領
と
理

念
を
大
い
に
訴
え
て
い

き
た
い
」
と
語
り
ま
し

た
。

（
本
文
は
日
本
共
産
党

HP
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

り
強
力
な
武
器
の
支
援
を

再
度
訴
え
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
。

「
東
京
都
の
感
染
者
は
、17

日
ま
で
の
７
日
間
平
均
は

１
５
７
０
人
で
、
前
の
週

の
92
・
５
％
だ
っ
た
」「
各

地
の
人
出
も
多
く
な
っ
て

き
た
」「
武
蔵
野
中
央
公
園

は
日
曜
日
、
大
賑
わ
い

だ
っ
た
」「
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
も
い
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【
職
場
か
ら
の
続
き
】

イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
に
カ
ン
パ
を
お
願
い
し
ま
す

　
　
　
　
　
　
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
編
集
委
員
会

く
つ
か
あ
っ
た
。
マ
ス
ク

を
し
て
る
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

ア
マ
ゾ
ン
ジ
ャ
パ
ン
の

下
請
け
業
者
と
業
務
委
託

契
約
し
て
い
る
配
達
員
が

労
働
組
合
を
結
成
。「
13

日
、
配
達
員
が
ア
マ
ゾ
ン

ジ
ャ
パ
ン
本
社
を
訪
れ
団

体
交
渉
を
求
め
、
長
時
間

労
働
の
是
正
や
配
達
荷
量

の
適
正
化
を
求
め
る
要
求

書
を
提
出
し
た
」「
業
務
委

託
な
の
に
ア
マ
ゾ
ン
か
ら

指
揮
命
令
を
受
け
、
過
重

労
働
を
強
い
て
い
た
」「
配

達
現
場
で
の
労
組
結
成
は

初
め
て
と
の
こ
と
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
技
術
史
料
館
。

事
前
申
し
込
み
が
必
要

だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

年
金
の
支
給
額
が
６
月

か
ら
０
・
４
％
減
額
。「
２

年
連
続
の
減
額
だ
」「
物
価

高
騰
が
相
次
ぐ
中
、
家
計

に
と
っ
て
ダ
ブ
ル
パ
ン
チ

だ
」「
年
金
削
減
は
中
止
す

べ
き
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

プ
ロ
野
球
交
流
戦
。
ヤ

ク
ル
ト
が
４
年
ぶ
り
２
度

目
の
優
勝
（
11
日
）。「
パ

の
全
球
団
に
勝
ち
越
す
完

全
優
勝
は
初
め
て
だ
」「
村

上
内
野
手
が
Ｍ
Ｖ
Ｐ
に
選

出
さ
れ
た
」

日本共産党街頭演説
―平和でも、くらしでも 希望がもてる日本に―

6 月 22 日（水）午前 10 時
　　　新宿駅西口
　　　弁士：志位和夫 委員長・衆院議員ほか
YouTube「日本共産党東京都委員会チャンネル」にてライブ配信

　

日
本
共
産
党
の
山
添
拓

参
院
議
員
・
東
京
選
挙
区

予
定
候
補
は
11
日
、
練
馬

区
、調
布
市
、狛
江
市
、町

田
市
の
都
内
４
カ
所
を
駆

け
巡
り
、
街
頭
演
説
で
岸

田
首
相
の
答
弁
を
紹
介
し

て
、「
バ
イ
デ
ン
米
大
統
領

山
添
拓
参
院
議
員
が

　
　
　
街
頭
演
説
で
訴
え

　
憲
法
を
暮
ら
し
に
生
か
す
政
治
を

　
命
犠
牲
の
開
発
ノ
ーと

の
軍
事
費
増
額
の
約
束

に
は
財
源
な
ど
一
切
触
れ

な
い
が
、
教
育
費
に
は
お

金
が
な
い
と
い
う
。
あ
ま

り
に
子
ど
も
に
冷
た
い
政

治
だ
」
と
厳
し
く
批
判
し
、

憲
法
を
暮
ら
し
に
生
か
す

政
治
に
変
え
る
と
強
調
し

ま
し
た
。

　

ま
た
東
京
外
環
道
の
陥

没
事
故
と
羽
田
新
ル
ー
ト

に
触
れ
、「
も
う
け
最
優
先

で
誰
か
の
命
、
誰
か
の
暮

ら
し
を
犠
牲
に
す
る
開
発

の
問
題
で
あ
り
、
住
民
無

視
は
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
」
と
批
判
し
ま
し
た
。

アベノミクスに固執

物価上昇目指す

岸田政権の本末転倒

　

黒
田
日
銀
総
裁
の
「
家

計
の
値
上
げ
許
容
度
が
高

ま
っ
て
き
て
い
る
」
と
の

発
言
（
６
日
）
が
批
判
を

あ
び
、
７
日
に
撤
回
し
ま

し
た
。
こ
の
発
言
の
根
底

に
あ
る
の
は
、
物
価
高
騰

　中米グアテマラが 13 日、核兵器禁止条約を批准し
ました。62 カ国目で、中米８カ国すべてが締約国にな
りました。
　グアテマラは昨年 10 月、国連で「核兵器の使用や
使用の威嚇を防ぐ唯一の効果的な方法は核兵器の禁止
と全面廃絶だ」と強調していました。

グアテマラ  核兵器禁止条約批准
　62 カ国目　中米すべてが締約国に

で
国
民
が
苦
し
ん
で
い
る

も
と
で
も
物
価
上
昇
を
め

ざ
す
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
本

末
転
倒
で
す
。
岸
田
政
権

は
７
日
に
閣
議
決
定
し
た

「
骨
太
の
方
針
」
で
、ア
ベ

ノ
ミ
ク
ス
の
３
本
の
矢
の

「
枠
組
み
を
堅
持
」す
る
と

明
記
。
物
価
上
昇
を
め
ざ

す
金
融
政
策
の
堅
持
を
明

確
に
し
ま
し
た
。
岸
田
政

権
の
反
国
民
性
は
明
ら
か

で
す
。

　

異
次
元
金
融
緩
和
を
９

年
以
上
続
け
て
も
好
循
環

は
起
き
て
い
ま
せ
ん
。
新

自
由
主
義
の
ア
ベ
ノ
ミ
ク

ス
を
終
わ
ら
せ
、
消
費
税

減
税
・
最
低
賃
金
の
大
幅

引
き
上
げ
・
社
会
保
障
の

拡
充
な
ど
、
国
民
の
可
処

分
所
得
を
増
や
す
政
策
に

大
転
換
す
る
こ
と
が
、
国

民
の
暮
ら
し
を
守
る
抜
本

的
対
策
に
な
り
ま
す
。

　
　

×　
　
　
　

×

　

将
棋
の
羽
生
善
治
九
段

が
前
人
未
到
の
公
式
戦

１
５
０
０
勝
を
達
成
（
16

日
）。「
四
段
昇
格
後
36
年

５
カ
月
、
51
歳
８
カ
月
で

大
記
録
を
成
し
遂
げ
た
」

「
所
沢
市
出
身
と
は
知
ら

な
か
っ
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
15
日
、東
北
地
方
が
梅

雨
入
り
し
た
」「
こ
の
先
、

梅
雨
の
な
い
北
海
道
を
除

き
、
全
国
で
曇
り
や
雨
の

ス
ッ
キ
リ
し
な
い
日
が
多

く
な
る
」

「
夏
休
み
体
験
型
科
学
教

室
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

開
催
日
は
８
月
２
日
、
３

日
。
午
前
と
午
後
の
計
４

回
」「
定
員
は
各
回
40
名
。


